
No.MDJ2960

                   

ボンネットロックステーを解除し、各ブラケットのボールピボットに①ガスダンパー両端のピボットケースを押込んで取付けします。
  

１．全てのネジの締め忘れが無いかを確認します。

２．ディーゼル車はボンネットダンパーと
  ＰＣＭハーネスに適切なクリアランスが確保
  できているかを再度確認します。

３．ボンネットを上下させ、スムーズに動くこと
  を確認します。

４．ボンネットを閉める際には、開閉角の６０％程度
  下げた状態で急激にガスダンパｰの反力が低下
  する位置がありますので、この位置からボンネッ
  トを落下させて閉めて下さい。

①ガスダンパーの上下にご注意ください。ボンネット破損の危険があります。
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デミオ （ＤＪ系） 全車

ガスダンパーの取外し方法

ガスダンパーの上下を間違えたり、補修品に交換するなど脱着作業が必要な場合は、
以下の要領に従いガスダンパーを取外してください。

１.マイナスドライバーをロック金具とピボットケー
　スの隙間に差込みます。

２.ガスダンパーとマイナスドライバーを矢印の方向
　に引っ張り、取外します。

※ガスダンパーにガス圧が掛からないようにボンネ
　ットを軽く持ち上げること、またボンネットダン
　パーのブラケットには力をかけず、マイナスドラ
　イバーだけを矢印方向に引っ張るようにするのが
　取外し時のコツとなります。

※取外し時ジョイント部の破損に注意してください



仮組みしたマウントブラケットＬＷＲ（ＬＨ）を車 に取付けます。        

＊以下装着手順は左側を示しています。右側も同様に作業して下さい。 

１．ボンネットを開けて、ボンネットロックステーをかけます。
２．ボンネットとボンネットヒンジを固定しているボルト２本の内、
  下側のボルトを完全に取外します。
３．②マウントブラケットＵＰＲの裏側に貼付してある両面テープ
  の剥離紙をあらかじめ剥がしておきます。
４．②マウントブラケットＵＰＲを２．で取外したボルトで軽く
  締込み、仮組みします。
５．ボンネット裏側の破線部分の油分、ヨゴレを中性洗剤の水溶液
  などを使用して洗浄脱脂します。
 

ボンネットとボンネットヒンジを固定している上側のボルトを緩め、
②マウントブラケットＵＰＲを挟込み、本締めします。

締付トルク             ⑤低頭ボルトM6x20  ⑥ワッシャー付ボルトM6x20     

締付トルク ２０～２６Ｎ・ｍ  

 

低頭ボルト

バックプレート

ガスダンパー 

マウントブラケットUPR LH/RH

マウントブラケットLW R  LH/RH

ワッシャー付ボルト

M6x20

M6x20

M6x20ワッシャー付ボルト

マウントブラケットＬＷＲ

バックプレート 

1. 左図を参照し、仮組みしたマウントブラケットＬＷＲ(ＬＨ)
  を仮止します。後側の固定には⑤低頭ボルトM6x20を使用し、
  前側の固定には⑥ワッシャー付ボルトM6x20を使用します。 
   
２．仮止めしたマウントブラケットＬＷＲ（ＬＨ）のボルト２本
    を 本締めします。

３. ③バックプレートと④マウントブラケットＬＷＲを仮組みして
  いる⑥M6x20ワッシャー付ボルトを一旦緩め,③バックプレート
  をしっかりと下方向に押し付け、両面テープを車体フレームに
  しっかりと圧着してから⑥M6x20ワッシャ-付ボルトを本締めし
  ます。
    

＊ヒューズボックスのカバーを取外しておくと作業がしやすくなります。

！△

図を参照し、矢印の２箇所のボルトを外し、マウントブラケットＬＷＲを組立てます。

⑥M6x20ワッシャー付ボルトを使用して、③バックプレートと
④マウントブラケットＬＷＲを仮組みし、両面テープの剥離紙
を剥がしておきます。（左右分仮組みします。）

⑥

ガソリン車は右側も同様の手順で取付けします。ディーゼル車に取付ける場合は、５の手順に進みます。 

ディーゼル車の場合、マウントブラケットＬＷＲ（ＲＨ）の取付けの際、配線を一箇所避ける必要があります。 

下図を参照し、ＰＣＭのコネクタから出ているワイヤリング
ルームを⑦結束バンドを使用してコネクタと束ね、ボンネット
ダンパーとのクリアランスを確保します。  

左側と同様の手順でマウントブラケットＬＷＲ
（ＲＨ）を車体に取り付けます。

⑦

 ⑦ 予備１本結束バンド
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